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第
４
回
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

支
援
し
、
共
に
生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
12
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、

ケ
ア
※2

に
伴
う
負
担
を
軽
減
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

教
育
の
機
会
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
ケ
ア
ラ
ー
を
社

会
全
体
で
支
え
、
県
民
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
支
援
の
必
要
性
の
把
握
」
や
「
支

援
策
の
推
進
」、「
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
社
会
的
な
理

解
の
促
進
」
な
ど
に
関
し
、
県
が
、
市
町
村
の
主
体

的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

連
携
お
よ
び
協
力
を
図
り
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
議
員
提
案
政
策
条
例
は
、
こ
の
条
例
で
20

件
目
で
す
。
県
議
会
は
今
後
も
、
積
極
的
に
政
策
立

案
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
12
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
議
会
で
は
、
平
成
24
年
の
制
定
か
ら
８
年
が
経
過
す
る
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
昨
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
い

て
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、「
県
議
会
災
害

対
策
会
議
の
位
置
付
け
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
議
会
の
対
応
」
や
、「
県
民
参
画
に
よ
る
開
か

れ
た
議
会
の
推
進
」、「
執
行
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
と
情
報
共
有
を
通
じ
た
議
会
の
監
視
機
能
強
化
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
議
会
運
営
」

の
４
項
目
に
関
し
て
新
た
に
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
よ
り
一
層
、
県
議
会
が
県
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
い
く
上
で
必
要
な
改
正

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
県
議
会
で
は
、
不
断
の
改
革
に
よ
り
、

県
民
の
皆
様
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

11
月
28
日
（
日
）、「
休
日
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
に
、
議
会
活
動
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
理
解
と
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
が

開
催
趣
旨
で
あ
り
、「
県
民
参
画
」
を
趣
旨
と
す
る
も
の
と

し
て
は
、
都
道
府
県
議
会
と
し
て
初
の
取
り
組
み
で
も
あ

り
ま
す
。

本
会
議
の
開
催
に
先
立
ち
、
県
議
会
議
員
と
高
校
生
に

よ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
ほ
か
、
本
県
の
未
来
を
担
う
高
校
生
た
ち
の
主
権
者
意

識
の
向
上
な
ど
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
県
政
一
般
に
関
す

る
質
問
（
一
般
質
問
）
の
傍
聴
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

傍
聴
席
３
０
０
席
は
、
議
事
堂
で
の
一
般
質
問
開
始
時

に
は
、
若
い
世
代
を
含
め
た
県
民
の
方
々
で
概
ね
満
席
（
傍

聴
に
伴
う
コ
ロ
ナ
対
策
も
実
施
）
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
水
戸
二
高
書
道
部

の
協
力
を
得
て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
議
事
堂
１
階
で
は
、
同
高
書
道
部
と
美
術
部

に
よ
る
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
休
日
開
催
に
伴
う
職
員
負

担
な
ど
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
効
果
を
検
証
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
議
会
と
常
磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
」の
締
結
を
記
念
し
、
県
議
会
お
よ
び
同
大
学
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
常
井
洋
治
議
長
が
、「
県
政
を
リ
ー
ド
す
る
茨
城
県
議
会
」と
題
し
、
常

磐
大
学
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
に
お
い
て
は
、
県
議
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
へ
の

関
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
学
生
に
対
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
制
定
本
数
を
誇
る「
議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例
」の
立
案
・
制
定
な
ど
、
県

議
会
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
29
日
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※3

誕
生

の
舞
台
裏
」と
題
し
、
富
田
敬
子
常
磐
大
学
・

常
磐
短
期
大
学
長
が
、
県
議
会
で
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

富
田
学
長
か
ら
は
、
国
連
職
員
時
代
に
携

わ
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
過
程
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き
、
県
議
会

議
員
と
県
執
行
部
職
員
な
ど
が
聴
講
し
ま
し

た
。今

後
も
、
大
学
が
持
つ
知
見
を
議
会
の
政

策
立
案
に
生
か
す
と
と
も
に
、
本
県
の
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
２
つ
の
条
例
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ことば

※1【ケアラー】…この条例において、「心身の機能の低下、負傷、疾病、障害その他の理由により援助を必要とする家族、身近な人その他の者に対して、無償でケアを行う者」と定義。
※2【ケア】…この条例において、「介護、看護、日常生活上の世話その他の援助」と定義。

※3【SDGs】…Sustainable Development Goals の略語。2015年9月の国連サミットで採択された行動計画に記載された、持続可能でよりよい世界を目指す17の国際目標であり、この行動計画では、地球
上の「誰一人取り残さない」持続可能で、多様性と包摂性のある社会の実現がうたわれている。

ことば

条例の提案説明を行う鈴木将議員条例の提案説明を行う小川一成議員

傍聴席からの本会議の様子 高校生による書道パフォーマンス

ケアラー条例
はこちらから

議会基本条例
はこちらから

高校生との意見交換会の様子

常磐大学で講演する常井洋治議長

県議会議事堂で講演する富田敬子常磐大学・常磐短期大学長

議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
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・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
、

共
に
生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
茨
城
県
議
会
と
常
磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
の
相
互
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
締
結
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た




